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令和８年１月３１日 

摂津市立鳥飼小学校 

校長  森田 優人 

令和７年度 学校教育アンケート結果分析 

 

 寒冷の候、保護者の皆さまにおかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素より、本

校の教育活動にご理解とご支援を頂きまして誠にありがとうございます。 

さて、２学期末（令和７年１２月）に学校教育アンケートを実施しましたところ、多数の回答をいただき

ありがとうございました。これは、本校の教育活動の成果を検証するとともに、保護者の皆様や児童の意識

を把握し、学校教育活動の改善に努め、本校児童が学校生活をより楽しくいきいきと送れるようにするため

に実施するものです。 

この度、アンケート結果がまとまりましたのでお知らせします。今回得られた結果は全教職員で共有し、

今後の教育活動の改善につなげてまいります。 
   
≪結果と分析≫ 

【楽しい学校づくり】 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

（1） 肯定的回答について、児童は４PT 減少し 90％を割り込む。保護者は４PT 増加で９割維持。 

（15）児童・保護者ともに肯定的回答が 90％を超えている。 

 

  ⇒肯定的回答の割合は低くはないものの、「学校が楽しい」という 100％を目指すべき項目において、

残念ながら減少する結果となった。各学級での集団づくりをよりきめ細かくていねいに行い、「学

校が楽しい」が 100％に近づくことができるように、良く分かる授業づくりと安全・安心な居場所

としての学校づくりに注力してまいります。 

 

【学習規律と学校のルール】 
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（２）（10）（1１）（1６）いずれの項目でも、児童 

保護者とも肯定的回答が高水準を維持している。 

 

 

 

 

 

 ⇒生活指導の取組みに関しては、いずれの項目についてもおおむね高い評価をいただきました。 

特にあいさつの項目については、児童の肯定的回答割合が少しずつ上昇しており、保護者は強い肯定の 

割合が高まっています。授業規律の面については、子ども達が今後ますます意欲的・主体的に学習活動 

に取り組み、（16）の肯定的回答割合 90％越えを目指し、引き続き授業改善に努めて参ります。 

  

 

【授業について】 

 
 

【授業について】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）児童はわずかに回復、保護者は強い肯定が増加したものの、合計では 90％を下回る結果となった。 

（5）児童、保護者ともに肯定的回答の合計は 90％以上ではあるが、わずかでに減少した。 

 

⇒学力向上に向けて、まずは教員の授業力向上にこれまで以上に取り組む一方、子ども達の学習に 

対する意欲向上のために、子ども達が選択したり、決定したりする場面を意識的に設定して、その 

主体性や意欲の向上にも努めてまいります。また、児童のがんばっている姿や授業の取組みについて 

学校だよりやホームページ等を通じて、保護者の皆様に伝えてまいります。 

 

【朝学習について】 

 

 

 

 

 

 

 

（６）児童の肯定的回答割合は若干回復して 90％を超える一方で保護者は若干減少する結果となった。 

  ⇒朝の早い時間帯から学習に集中することができる力は非常に大切です。今後も児童の基礎的・基本的 

学力の定着のために、朝学習がより有意義な時間になるように努めて参ります。 
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【教員・学校の支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）児童、保護者とも肯定的回答が高水準で維持できている。 

（８）児童の肯定的回答が若干減少している。 

  ⇒（７）から子ども達は「自分は先生に観てもらえている」という安心感を持っていると考えられます。 

一方（８）からは、いざという時にいつでも相談できる先生がいないと感じている児童が少なからず

いることがうかがえます。子ども達が一層安心して学校生活を送ることができるようになるために

この項目で肯定的回答が 100％に近づくよう、これからも児童への支援に努めて参ります。 

 

【いじめ対応】 

 

 

 

 

 

 

 

（９）児童、保護者とも肯定的回答が高水準で維持できている。 

⇒学校生活の中で、いじめは絶対に許されるものではありません。今後も「いじめ防止基本方針」に基

づき、各関係機関とも緊密に連携し、組織的にいじめ対応、未然防止に取り組み、いじめを許さない

学校づくりを進めます。また、人権教育を充実させることで、子どもたちに自分の存在と他人の存在

を等しく認め、互いの人権を尊重し合う豊かな心を育てます。 
 
【家庭での生活】 
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いずれの項目についても肯定的回答の割合が９割 

近い数値ではあるが、家庭と学校の連携の程度を 

測る重要な指標となるものなので、常により高い 

肯定的回答率を目指して行かなければならない。 

 

 

 

⇒お忙しい中を子ども達の学校生活のサポートをしていただきありがとうございます。短時間でも 

学校生活の様子を聞いたり、手紙やテスト類などに目を通したりしながら継続的に向き合う時間を 

設けていただくことで、子ども達が自ら家庭学習に取り組む力が自然に身につき、ひいてはそれが 

必ずや学力向上にもつながると考えております。子どもたちを大きく成長させるためには、ご家庭 

と学校との連携が必須となります。引き続き、皆様のご理解とご支援のほど、よろしくお願いいた 

します。 

 

【学校の取組や施設】 
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（16）（19）肯定的な回答が９割近い水準で維持できている。 

  ⇒アンケートの実施にご協力いただき、ありがとうございます。アンケート結果や学校だより、また 

学校のホームページなどを通して、学校の取組みや様子について今後も情報発信に努めて参ります。 

施設・設備については、子どもたちが安全により良い環境で学習が進められるように、引き続き担 

当課と連携を図りながら、改善に努めて参ります。 

 

 

【学力と学習評価】 

 

 

 

 

 

 

 

（17）（18）肯定的回答がやや減少している。 

⇒学力向上は常に学校の最大の課題です。（18）の項目の肯定的回答が９割以上に到達できるように 

職員一同心を一つにして授業改善に取り組み、子ども達が日々の授業で「分かった」「できた」と実感 

できることを目指します。また、通知表「あゆみ」の評価については、文書や学級懇談会において、 

評価の判断基準をこれまで以上にわかりやすくお伝えするように努めて参ります。 

学力向上はもとより、それ以外の項目についても、肯定的回答がことごとく９割以上になるように 

全職員が一丸となって取り組んで参ります。 

 

アンケートの実施にご協力いただき、ありがとうございました。 

今後とも本校の教育活動にご理解ご協力の程、どうぞよろしくお願いします。 

 

HP   https://www.city.settsu.osaka.jp/shougakkou/torikai/  


